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答申

新たな「いしかわの食と農業・農村ビジョン」検討委員会の設置について

○現行の「いしかわの食と農業・農村ビジョン2016(H28)」策定以後、農業者の大幅な減少や荒廃農地の増加、スマート農業

技術の開発、カーボンニュートラルの推進、地震や豪雨など、本県農業を取り巻く環境が大きく変化

○R5年に県の最上位計画である「石川県成長戦略」を策定、R6年に「石川県創造的復興プラン」を策定。また、R6年に国が

25年ぶりに食料・農業・農村基本法を改正し、本年4月に新たな食料・農業・農村基本計画を策定

○こうした情勢の変化を踏まえ、石川県成長戦略の目標達成や石川県創造的復興プランの実現を図るため、新たな「いしかわ

の食と農業・農村ビジョン(仮称)」を策定するため、農業団体・農業者の代表、関連団体、専門家等からなる「検討委員会」

を設置

１ 背景

２ 検討委員会の構成（案）

石川県農政審議会
【21名】

→検討委員会での議論を
踏まえ、大局的に議論

新たな「石川の食と農業・
農村ビジョン」検討委員会

【22名】

→様々な課題に対し、
詳細に議論

テーマ別ワーキング【10名程度】

→スマート農業、環境保全型農業、
輸出促進、畜産振興等の課題を議論

地区別ワーキング【20名程度】

→地区毎(5つ)の課題を議論（事務局：県農業経営戦略課）

※計画期間は成長戦略や復興プランの目標年度に合わせ、R8～R14の７年間を想定

検討委員の
参画

意見を骨子や
素案に反映

諮問



今後のスケジュールについて

R7.

6月
７ ８ ９ １０ １１ １２

R8.

１月
２ ３ ４ ５

検討
委員会

ワーキング

●(６月５日）
第１回
検討委員会
・本県農業の現状
・現行ビジョンの
達成状況・課題

地区別ワーキング
(JA、農家、市町)

●(10月下旬）
第２回
検討委員会
・骨子案

●(１月下旬）
第３回
検討委員会
・素案

●(５月上旬）
第４回
検討委員会
・最終案

骨子に反映

テーマ別ワーキング【スマート農業、環境保全型農業、輸出促進、畜産振興】
（県外の先進的農業法人、県内の担い手、検討委員）

素案に反映 3月
パブリック
コメント

※R8.7月上旬 農政審議会開催予定

当初議会
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